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◆ 作業省力・低コスト化目指す　乾田直播　実証試験
◆ 令和８年産大麦　刈り取りを実施
◆ 高松紋平柿　安定生産に向けて摘蕾講習会
◆ 令和８年産カボチャ　順調に生育
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農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
指
江
は
、

同
法
人
の
課
題
と
な
る
高
齢
化
へ
の
解

決
策
と
し
て
農
作
業
の
省
力
化
を
図
ろ

う
と
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
乾
田
Ｖ
溝
直
播

栽
培
の
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
五
月
十
五
日
に
同
市
指
江
の
圃
場
で

行
わ
れ
た
播
種
作
業
に
は
、
生
産
者
・

関
係
者
約
十
名
が
参
加
し
、
直
播

へ
興
味
を
示
す
と
と
も
に
、
育
苗 

・
移
植
作
業
の
省
力
に
よ
る
軽
労

化
と
コ
ス
ト
低
減
、
作
業
時
間
の

短
縮
に
も
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
実
証
試
験
は
、
同
法
人
の
生
産

者
が
視
察
先
で
学
ん
だ
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
初
め
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
種
籾
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
か

ら
同
法
人
が
手
掛
け
、
鳥
害
対
策

の
キ
ヒ
ゲ
ン
Ｒ

−
２
フ
ロ
ア
ブ
ル

と
液
体
肥
料
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

を
塗
消
し
、
専
用
の
機
械
で
作
っ

た
Ｖ
字
の
溝
に
元
肥
一
発
肥
料
と

合
わ
せ
て
播
種
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
三・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

実
証
田
と
し
、
こ
れ
ま
で
は
八
人
で
行

っ
て
い
た
作
業
が
半
数
以
下
の
三
人
で

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
松
橋
祐
一
同
法

人
代
表
は
「
今
後
は
面
積
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。
作
業
の
省
力
化
で
農
業
者

の
高
齢
化
問
題
へ
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

業
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
目
指
す

業
省
力
・
低
コ
ス
ト
化
目
指
す

乾
田
直
播
　
実
証
試
験

乾
田
直
播
　
実
証
試
験

「
作

　
五
月
二
十
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
県
央
農
林

総
合
事
務
所
は
、
か
ほ
く
市
気
屋
の
農

事
組
合
法
人
高
峰
フ
ァ
ー
ム
の
圃
場
に

て
「
大
麦
収
穫
研
修
」
を
開
催
し
、
生

産
者
・
関
係
者
合
わ
せ
て
十
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
春
先
の
高
温
で
出
穂
期
が
昨
年
よ
り

四
日
ほ
ど
早
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

生
産
者
は
穀
粒
水
分
や
穂
の
色
、
子
実

の
硬
さ
と
い
っ
た
刈

取
時
期
の
基
準
を
再

度
確
認
。
適
期
収
穫

に
よ
る
反
収
四
百
キ

ロ
の
確
保
へ
意
欲
を

高
め
ま
し
た
。

　
六
月
一
日
に
は
、

同
法
人
が
大
麦
「
フ

ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」

の
刈
り
取
り
を
実
施
。

　
一
部
の
圃
場
で
播

種
の
遅
れ
に
よ
る
生

育
不
良
が
あ
っ
た
も

の
の
、
追
肥
や
赤
カ

ビ
病
防
除
な
ど
、
栽

培
管
理
の
徹
底
に
よ

り
良
好
な
出
来
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
一
・
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
面
積
で
栽
培
し
て
い
ま
す

が
、
来
年
は
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
拡
大

す
る
予
定
。
山
本
忠
恭
同
法
人
代
表
は

「
法
人
の
平
均
年
齢
は
六
十
七
歳
く
ら

い
で
人
手
も
な
い
が
、
大
麦
は
水
稲
と

の
作
業
競
合
が
な
い
の
で
作
り
や
す
い
。

適
切
な
時
期
に
播
種
を
し
、
よ
り
安
定

し
た
収
益
を
確
保
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
見
せ
ま
し
た
。

令
和
八
年
産
大
麦

和
八
年
産
大
麦

刈
り
取
り
を
実
施

刈
り
取
り
を
実
施

牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】思うように進まず、じれったい思いをするのは中旬まで。それ以降はスピードアップが可能!　新たな挑戦も◎
【健康運】軽いスポーツでリフレッシュ。散歩もお勧め　　【幸運の食べ物】キクラゲ

播種作業を見守る生産者

大麦を刈り取る生産者
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五
月
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
か

ぼ
ち
ゃ
部
会
は
令
和
八
年
産
カ
ボ
チ
ャ

の
生
育
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
約
二 

十
カ
所
の
圃
場
を
巡
回
し
ま
し
た
。
県

央
農
林
総
合
事
務
所
職
員
が
講
師
を
務

め
、
生
産
者
・
関
係
者
合
わ
せ
て
約

二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
圃
場
ご
と
に
生
産
者
が
定
植
時
期

や
生
育
状
況
を
説
明
。 

昨
年
確
認
さ
れ
た
風

に
よ
る
植
え
痛
み
も

少
な
く
、
現
在
の
生

育
は
概
ね
良
好
と
な

っ
て
い
ま
す
。
生
産

者
は
今
後
の
梅
雨
時

期
に
向
け
た
雑
草
、

排
水
対
策
に
つ
い
て

意
見
を
共
有
し
た
ほ

か
、
追
肥
の
タ
イ
ミ

ン
グ
や
量
に
つ
い
て

講
師
に
質
問
す
る
な

ど
、
今
後
の
栽
培
管

理
に
熱
心
な
姿
勢
を

見
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
部
の
圃
場
で

「
ウ
リ
ハ
ム
シ
」
の

発
生
を
確
認
し
た
こ

と
か
ら
、
講
師
か
ら

薬
剤
の
紹
介
等
説
明
が
あ
り
、
生
産
者

は
適
期
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　
種
本
博
同
部
会
長
は
「
べ
た
掛
け
資

材
を
か
け
た
場
所
の
生
育
が
、
特
に
順

調
だ
っ
た
。
七
月
末
に
は
た
く
さ
ん
の

実
が
収
穫
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
管
理

に
努
め
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

令
和
八
年
産
カ
ボ
チ
ャ

和
八
年
産
カ
ボ
チ
ャ  

順
調
に
生
育

順
調
に
生
育

　
五
月
十
三
日
、
高
松
紋
平
柿
生
産
組

合
は
か
ほ
く
市
瀬
戸
町
の
圃
場
に
て「
高

松
紋
平
柿
」の
摘
蕾
講
習
会
を
開
催
し
、

生
産
者
・
関
係
者
ら
約
三
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
県
央
農
林
総
合
事
務
所
職
員
が
講
師

を
務
め
、
摘
蕾
が
樹
の
養
分
の
消
耗
を

抑
え
、
安
定
し
た
生

産
に
つ
な
が
る
と
説

明
。
講
師
と
生
産
者

が
話
し
合
い
な
が
ら

実
際
に
摘
蕾
を
行
い
、 

着
果
位
置
や
日
当
た

り
に
注
意
し
て
、
樹

全
体
を
見
て
作
業
を

行
う
よ
う
促
し
ま
し

た
。

　
病
害
虫
に
つ
い
て

は
、
昨
年
同
様
「
炭

そ
病
」
の
発
生
が
や

や
多
い
見
込
み
の
た

め
、
薬
剤
防
除
の
徹 

底
と
感
染
し
て
い
た

場
合
の
処
分
方
法
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
五

月
下
旬
か
ら
六
月
に

か
け
て
多
発
が
予
想

さ
れ
て
い
る
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
に
つ
い

て
も
、
防
除
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
師
は
「
今
年
は
表
年
だ
が
、
来
年

の
花
芽
着
生
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
も

摘
蕾
と
摘
果
は
必
ず
実
施
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
栽
培
管
理
の
徹
底
を
促
し
ま

し
た
。

高
松
紋
平
柿

松
紋
平
柿

安
定
生
産
に
向
け
て
摘
蕾
講
習
会

安
定
生
産
に
向
け
て
摘
蕾
講
習
会

牡牛座
4/20〜5/20

【全体運】情報は取捨選択が大切。裏取りする慎重さが成功につながります。下旬は家族のことを優先して。連絡は小まめに
【健康運】アレルギー症状は甘く見ないで。すぐにケアを　　【幸運の食べ物】キュウリ

カボチャの生育状況を確認する生産者ら

摘蕾する蕾の位置を確認する生産者ら
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双子座
5/21〜6/21

【全体運】停滞ムードを払拭したいならチャンスです。はっきり意思表示しましょう。次のステップが見えてきます
【健康運】急な発熱、やけどに注意。休息を忘れずに　　【幸運の食べ物】青トウガラシ

田んぼ日記

踏んだら目印が
見えなくなるので、
植えるのが難しかった…

田んぼ日記

収穫したら
おにぎりにして

食べたい！

田んぼ日記

最後まで転ばずに
植えることが
できた！！

田植え体験田植え体験
味噌づくり学習味噌づくり学習

かほっくり定植体験かほっくり定植体験

大海小学校大海小学校
4・5年生 10名
協力者：松田虎𠮷さん

コシヒカリ

5月7日5月7日

田んぼ日記

腰が痛い…
機械がない時代は

大変だったんだな…

大きく
なりますように！

高松小学校高松小学校高松小学校
5年生 63名
協力組合：瀬戸町営農組合

5月11日5月11日

コシヒカリ

笠野小学校笠野小学校
3 ～ 6年生 21名
協力組合：農事組合法人市谷

5月11日5月11日

コシヒカリ

耐えろ！

せー
のっ
！！

まっすぐ
植えるぞ！

子どもたち の農業体験子どもたち の農業体験子どもたち の農業体験
　5月18日、かほく市立大海小学校3年生9名は同地区に伝わ
る「大海味噌」の味噌づくり学習を開始しました。
　第1回目として、同市瀬戸町にある1.5アールの畑で、大豆
「エンレイ」の定植作業を実施。同所在住の髙﨑武義さん・政
勝さん兄弟指導の下、児童は30センチほどの竹の棒で穴を掘
り、2粒ずつ大豆を入れて優しく土をかぶせました。細かい作
業に初めは苦戦していたものの、慣れてくると着々と植え進
め、友達の作業を手伝う姿も見られました。
　体験した丹羽琉偉さんは「美味しい味噌になってほしい。
食べる日が楽しみ」とこれからの生長を待ち望みました。
　６月には、土寄せ作業を行う予定です。

ひまわり村種まきひまわり村種まき
　5月28日、河北潟干拓地の「ひまわり村」では河北潟周辺の２市
２町の園児134名が、ひまわりの種まきを行いました。
　園児たちは、ひまわり村村長の吉田克也津幡町長らが掘った穴に
種を1粒ずつ入れ、大きく育つよう願いを込めながら、やさしく土を
被せました。「もっと種をまきたい」「この小さい種が大きなひまわ
りになるのが楽しみ」と笑顔で話し、開村を心待ちにしました。
　７月には約35万本のひまわりが咲く予定で、園児たちは７月29日
の開村式で「ひまわり迷路」を楽しみます。

　5月19日、かほく市立宇ノ気小学校2年生約140名は大崎園芸生産
組合甘藷部会の協力の下、同市大崎の喜綿和彦部会長の圃場で「か
ほっくり」の定植体験を行いました。
　喜綿部会長が植え方のコツを教えたあと、児童は苗を植える向き
に注意しながら、1人5株ずつ丁寧に植えていきました。定植後には
自分の名前を書いた木札を差し、秋の収穫を心待ちにしました。
　体験した西村真奏さんは「植えた後に土をトントンと押さえるの
が楽しかった。収穫したら天ぷらや大学いも、スープなどいろいろ
な料理にして食べたい」と笑顔で話しました。
　「かほっくり」の定植体験は、かほく市の食育活動の一環として行
われており、10月下旬には収穫体験を予定しています。

苗
ちょうだい！

刈安小学校刈安小学校刈安小学校
4・5年生 7名
協力組合：農事組合法人倶利伽羅

5月11日5月11日

ひゃくまん穀

金津小学校金津小学校金津小学校
5年生 9名
協力者：西東輝雄さん

5月11日5月11日

コシヒカリ

田んぼ日記

すごく大変だった…お米を大切に食べようと思った！

たくさん収穫
できますように!

暑さに負けないでね!

僕より大きくなってね
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の
運勢
7月 蟹　座

6/22〜7/22

【全体運】好調運。あちらこちらから引っ張りだこで忙しくなりそう。効率良く動くよう心がけて。大きな成果が期待できます
【健康運】リラックスタイムを多めに。お風呂はぬるめで　　【幸運の食べ物】インゲン

田んぼ日記

踏んだら目印が
見えなくなるので、
植えるのが難しかった…

田んぼ日記

収穫したら
おにぎりにして

食べたい！

田んぼ日記

最後まで転ばずに
植えることが
できた！！

田植え体験田植え体験
味噌づくり学習味噌づくり学習

かほっくり定植体験かほっくり定植体験

大海小学校大海小学校
4・5年生 10名
協力者：松田虎𠮷さん

コシヒカリ

5月7日5月7日

田んぼ日記

腰が痛い…
機械がない時代は

大変だったんだな…

大きく
なりますように！

高松小学校高松小学校高松小学校
5年生 63名
協力組合：瀬戸町営農組合

5月11日5月11日

コシヒカリ

笠野小学校笠野小学校
3 ～ 6年生 21名
協力組合：農事組合法人市谷

5月11日5月11日

コシヒカリ

耐えろ！

せー
のっ
！！

まっすぐ
植えるぞ！

子どもたち の農業体験子どもたち の農業体験子どもたち の農業体験
　5月18日、かほく市立大海小学校3年生9名は同地区に伝わ
る「大海味噌」の味噌づくり学習を開始しました。
　第1回目として、同市瀬戸町にある1.5アールの畑で、大豆
「エンレイ」の定植作業を実施。同所在住の髙﨑武義さん・政
勝さん兄弟指導の下、児童は30センチほどの竹の棒で穴を掘
り、2粒ずつ大豆を入れて優しく土をかぶせました。細かい作
業に初めは苦戦していたものの、慣れてくると着々と植え進
め、友達の作業を手伝う姿も見られました。
　体験した丹羽琉偉さんは「美味しい味噌になってほしい。
食べる日が楽しみ」とこれからの生長を待ち望みました。
　６月には、土寄せ作業を行う予定です。

ひまわり村種まきひまわり村種まき
　5月28日、河北潟干拓地の「ひまわり村」では河北潟周辺の２市
２町の園児134名が、ひまわりの種まきを行いました。
　園児たちは、ひまわり村村長の吉田克也津幡町長らが掘った穴に
種を1粒ずつ入れ、大きく育つよう願いを込めながら、やさしく土を
被せました。「もっと種をまきたい」「この小さい種が大きなひまわ
りになるのが楽しみ」と笑顔で話し、開村を心待ちにしました。
　７月には約35万本のひまわりが咲く予定で、園児たちは７月29日
の開村式で「ひまわり迷路」を楽しみます。

　5月19日、かほく市立宇ノ気小学校2年生約140名は大崎園芸生産
組合甘藷部会の協力の下、同市大崎の喜綿和彦部会長の圃場で「か
ほっくり」の定植体験を行いました。
　喜綿部会長が植え方のコツを教えたあと、児童は苗を植える向き
に注意しながら、1人5株ずつ丁寧に植えていきました。定植後には
自分の名前を書いた木札を差し、秋の収穫を心待ちにしました。
　体験した西村真奏さんは「植えた後に土をトントンと押さえるの
が楽しかった。収穫したら天ぷらや大学いも、スープなどいろいろ
な料理にして食べたい」と笑顔で話しました。
　「かほっくり」の定植体験は、かほく市の食育活動の一環として行
われており、10月下旬には収穫体験を予定しています。

苗
ちょうだい！

刈安小学校刈安小学校刈安小学校
4・5年生 7名
協力組合：農事組合法人倶利伽羅

5月11日5月11日

ひゃくまん穀

金津小学校金津小学校金津小学校
5年生 9名
協力者：西東輝雄さん

5月11日5月11日

コシヒカリ

田んぼ日記

すごく大変だった…お米を大切に食べようと思った！

たくさん収穫
できますように!

暑さに負けないでね!

僕より大きくなってね



の
運勢
7月

6

農業所得収支内訳書の作成にかかる研修会の開催案内

獅子座
7/23〜8/22

【全体運】上昇運です。活動的なほど良いことが。新しくできた場所やイベントに出かけましょう。金運は好調で買い物が吉
【健康運】スマートフォンやテレビの見過ぎに注意。目を大切に　　【幸運の食べ物】ズッキーニ

　
五
月
二
十
二
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
会
議

室
で
「
令
和
七
年
度
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く

集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会　
通
常
総

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
三
十
組
織
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
同
会
会
長
の
向
正
則
さ
ん
が
議
長
を

務
め
、
令
和
七
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
承
認
の
件
・
監
事
監
査
の
報

告
な
ど
全
三
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、（
公
財
）
い
し
か
わ
農

業
総
合
支
援
機
構
職
員
が
、
次
世
代
に

向
け
た
組
織
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
説

明
。
参
加
者
は
地
域
や
組
織
を
未
来
に

つ
な
ぐ
た
め
、熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
七
日
の
「
小
松
菜
の
日
」

に
向
け
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
「
そ

く
さ
い
か
ん
」
で
二
十
四
日
、「
河
北

潟
こ
ま
つ
な
」の
販
促
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
営
農
職
員
が
、
来
店
客
に
河

北
潟
こ
ま
つ
な
の
美
味
し
さ
を
ア
ピ
ー

ル
。
購
入
者
に
は
、
河
北
潟
こ
ま
つ
な

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ハ
ン
カ
チ
や
マ
グ

ネ
ッ
ト
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
宮
木
隆
志
店
長
は
「
当
Ｊ
Ａ
の
中
で

唯
一
、
年
間
を
通
し
て
出
荷
さ
れ
て
い

る
農
産
物
。
よ
り
多
く
の
人
に
、
栄
養

た
っ
ぷ
り
で
美
味
し
い
小
松
菜
を
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　本年度より臨時税理士の許可が取得できなくなったため、毎年２月頃に開催していた確定申告相談会は開催できま
せん。そのため、来年の申告に向けて「農業所得収支内訳書」の作成にかかる研修会を以下の日程で開催いたします。

■令和８年分 農業所得収支内訳書作成研修会日程

開催日 優先地区 開催場所 開催時間 地区割り

６月23日㈫ 津幡・内灘 
支店管内

JA石川かほく
本店 

（３階 会議室）

午前 
10時~12時

津幡地区 
中条地区 

内灘町全域
午後 

1時半~3時半
井上地区 
英田地区

６月24日㈬ 津幡東 
支店管内

JA石川かほく
津幡東支店 

（２階 会議室）

午前 
10時~12時

河合谷地区 
笠谷地区

午後 
1時半~3時半

種谷地区 
倶利伽羅地区

６月25日㈭ 宇ノ気・高松 
支店管内

JA石川かほく
宇ノ気支店 

（２階 会議室）

午前 
10時~12時

宇ノ気地区 
七塚地区

午後 
1時半~3時半 高松地区

研修内容
１. 収支計算準備表（農業）の活

用について
２. 科目選択・仕訳方について
３. 減価償却の計算について
４. その他
※開催場所のスペースの関係で、

参加希望の方は事前に下記の問
い合わせ先へご連絡くださるよ
うお願いいたします。

お問い合わせ
JA石川かほく 営農部
� 【担当】山﨑・松本
電話番号

076-288-7555

メモを取りながら話を聞く参加者河北潟こまつなを購入する来店客

集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

通
常
総
会
を
開
催

通
常
総
会
を
開
催

五
月
二
十
七
日
は
小
松
菜
の
日

月
二
十
七
日
は
小
松
菜
の
日



●支店活性化委員から、こんにちは!●

7

の
運勢
7月 乙女座

8/23〜9/22

【全体運】順調そうに見えて邪魔の入りやすいとき。タイミングの合わないときは無理をしないで仕切り直しを。学びにツキ
【健康運】準備体操は入念に。ストレッチで関節痛を予防　　【幸運の食べ物】ミョウガ

　
五
月
十
日
、
内
灘
町
蓮
湖
渚
公
園
に

て
「
第
三
十
八
回
世
界
の
凧
の
祭
典
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

三
十
六
チ
ー
ム
の
個
性
豊
か
な
凧
が
空

を
彩
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
内
灘
支
店
活
性
化
委

員
、同
支
店
職
員
ら
約
三
十
名
が
参
加
。

当
Ｊ
Ａ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ほ

く
の
里
」
の
顔
を
大
き
く
描
い
た
イ
ン

パ
ク
ト
抜
群
の
凧
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

全
員
で
息
を
合
わ
せ
て
引
っ
張
っ
た
凧

は
風
に
乗
り
、
見
上
げ
る
ほ
ど
空
高
く

揚
が
り
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
七
日
、
当
Ｊ
Ａ
高
松
支
店

活
性
化
委
員
、
同
支
店
管
内
役
員
ら

十
一
名
は
、
支
店
前
に
設
置
す
る
プ
ラ

ン
タ
ー
に
花
苗
を
定
植
し
ま
し
た
。

　
花
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、サ
ル
ビ
ア
、

ベ
コ
ニ
ア
な
ど
五
種
類
で
、
委
員
ら
は

色
合
い
や
、
水
管
理
を
し
や
す
く
す
る

た
め
に
品
種
ご
と
の
特
性
を
考
え
な
が

ら
、
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
丹
羽
講
平
同
委
員
長
は
「
こ
れ
か
ら

来
店
す
る
お
客
さ
ん
が
、
暑
い
日
も
雨

の
日
も
花
を
見
て
癒
さ
れ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

支
店
前
に
彩
り
を

店
前
に
彩
り
を

高
松
支
店
　
プ
ラ
ン
タ
ー
寄
せ
植
え

高
松
支
店
　
プ
ラ
ン
タ
ー
寄
せ
植
え

息を合わせて凧を引っ張る職員ら

み
ん
な
で
ほ
く
の
里
を
大
空
へ

ん
な
で
ほ
く
の
里
を
大
空
へ

世
界
の
凧
の
祭
典

世
界
の
凧
の
祭
典

つながりを深めて
　高松支店活性化委員の金田真佐幸です。
　委員１年目ですが、「門松づくり」の竹の準備など、他の
委員や職員と協力して積極的に頑張っています。
　私は米農家なので、昔からＪＡとのつながりがありますが、
最近は“組合員・地域住民”と“ＪＡ”のつながりが薄くなって
きていると感じています。
　座談会のようなものを開き、普段ＪＡとの関わりがない人
と職員、委員が話す機会を作るこ
とができればいいなと思っていま
す。農業だけでなく、ローンや金
利のことなど、皆さんの暮らしに役
立つ身近な情報を伝えることで、Ｊ
Ａを知ってもらい、つながりを深
めることができると思います。
　多くの方に「ＪＡに親し
みを持ってほしい」という
思いで、これからも活動
していきます。
　皆さん、よろしくお願
いいたします。
高松支店活性化委員
� 金田真佐幸

プランターに花苗を植える
高松支店活性化委員ら

第２回 理事会だより 令和8年５月29日（金）開催

●審議事項
第１号議案　内部統制システム基本方針の評価結果と見直しについて
第２号議案　リスク管理積立金規程の一部変更について
第３号議案　第32回通常総代会提出議案について

第１号議案　第32年度事業報告、剰余金処分案の承認の件
報告事項１　第32年度貸借対照表、損益計算書、注記表、附属明細書並びに

会計監査人及び監事の監査報告について
第２号議案　第10次中期３ヵ年計画の設定の件
第３号議案　第33年度事業計画の設定の件
第４号議案　リスク管理積立金規程の一部変更の件
第５号議案　理事及び監事の報酬に関する件

報告事項２　株式会社JAアグリサポートかほくの運営状況について
報告事項３　不祥事案に関する報告について
報告事項４　「JAバンク基本方針」の変更について

第４号議案　常勤理事の他の団体理事等への就任承諾について
第５号議案　理事と組合との契約承認（購買取引）について
第６号議案　役員責任調査委員会設置・運営規程の改正について
第７号議案　令和８年産米麦等に係るJA手数料の設定について
第８号議案　令和８年産米事務手数料の設定について
第９号議案　令和８年度ライスセンター・カントリーエレベーター利用料金の改

定について
第10号議案　介護報酬改定に伴う利用料金の改定について
●報告検討事項
⑴　役員報酬審議会の答申について
⑵　第32年度会計監査人監査報告書について
⑶　決算書類及び会計監査人の監査報告に係る監事監査報告について
⑷　令和８年４月末事業実績について
⑸　第32年度単体自己資本比率の状況報告について
⑹　マネー・ローンダリング等対策の実施状況にかかる行政庁報告について
⑺　「JAバンクの内部管理体制構築にかかる指針」の変更について
⑻　信用事業規程第２の２（１）、ハに規定する貸付（地方公共団体等）について
⑼　不祥事再発防止計画取組状況報告について
⑽　令和８年度水稲育苗の出荷状況について
⑾　令和８年産米保管料の改定について
⑿　令和８年産米入出庫料の改定について
⒀　令和８年度秋肥（６月～10月）価格の改定について
⒁　その他



の
運勢
7月

8

天秤座
9/23〜10/23

【全体運】目標は大きく、そして小さな一歩から始めましょう。計画性がものをいいます。うまくいったプランを参考に
【健康運】体力アップのチャンス。しっかり食べて鍛えて　　【幸運の食べ物】レタス

　私の趣味は「園芸」です。もともと花が好きだったので、５年
ほど前から始めました。JAグリーンかほく「そくさいかん」で気
に入った花を購入し、今では30種類以上の花を育てています。
　夏は毎日の水やりが欠かせず大変ですが、手をかけた分、綺麗
に花が咲いたときは嬉しいです。「次はどんな花を植えようかな」
と考える時間も楽しみのひとつです。
　１番好きな花は“アジサイ”。梅雨の雨に濡れたアジサイは、ひ
ときわ艶やかで美しく、見ているだけで癒されます。
　今は孫の世話で忙しい毎日ですが、いつか家の周りを花でいっ
ぱいにして、アジサイ畑をつくることが私の夢です。

津幡町  板坂 茂子さん

私
の
趣
味

通信vol.13

うちのうまいもん食べてって !!

羽場　大輔 さん

　昔から農業に興
味があり、令和６
年に脱サラして就
農しました。「金沢
農業大学校」で２
年間学び、今は河
北潟でカボチャや
ネギ、金沢春菊、
ナスなどを育てて
います。

　キュウリ「ニーナZ」は形が良く、少ない肥料でも育つ品種です。
紐に沿って伸びたツルを、上へ伸びた分だけ下に下ろし、収穫し
やすい位置に実をならせることで、効率的に作業しています。耐
暑性のある品種と組み合わせ、10 月ごろまで出荷を予定してい
ます。
　栽培で大変なことは、水と肥料のバランス調整です。少し形が
曲がるだけで規格外になるので、計算して管理を徹底しています。
まっすぐ育ったキュウリを収穫したときは「よく育ってくれた」と
感動します。何ものにも代えがたい喜びです。
　今年から出荷のときに、私と愛犬のイラストを描いたシールを
貼っています。皆さんの目に留まり、「買ってみよう」と思ってく
れると嬉しいです。
　「はばファーム」のシールを目印に、そくさいかんで見つけた際
はぜひ、うちのうまいもん食べてって！！

第1 弾
「食と農」講座開催

　５月30日、当JA女性理事による「食と農」講座の令和８
年度第１弾として「かほっくり」の定植体験を実施しました。
　大崎園芸生産組合甘藷部会の喜綿和彦部会長の協力の下、
かほく市大崎の圃場で開催され、 当JA管内在住者19組59
名が参加しました。
　喜綿部会長による苗の植え方の説明のあと、参加者は「大
きく育ってね」と声をかけながら定植していきました。定
植後は、それぞれの名前を書いた木札を挿し、秋の収穫を

待ち望みました。
　その後、農業機械の実演があり、参加者らは畝立ての様
子を見学。平らな地面に畝ができていく様子に驚き、自然
と歓声が上がりました。また、喜綿部会長への質問コーナ
ーの時間が設けられ、参加者は水やりの頻度や「かほっくり」
の好きな食べ方を聞くなど、“生産者と消費者の対話”の時
間を楽しみました。
　10月下旬には収穫体験を実施する予定です。

親子で協力して苗を植える参加者 喜綿部会長による畝立ての実演



9

の
運勢
7月 蠍　座

10/24〜11/22

【全体運】注目度が上がり周囲の支援を受けられます。やりたいことを明確に。困難に立ち向かう姿勢が幸運につながります
【健康運】下半身の冷えに気を付けて。トイレは我慢しないで　　【幸運の食べ物】トウモロコシ

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使
ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームペ
ージで紹介したいと思いますので、皆さんのご
自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の
方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）
４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局

※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。

※１～５の事項を必ず
　ご記入ください。

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

サケのグリル トウモロコシサルサソース

作り方
❶　トウモロコシは薄皮を1、2枚残して外側の皮をむく。ひたひたの水（材料外）が入っ
た深めの鍋に入れて火にかけ、沸騰したら中火で5分ほどゆでる。ざるにあげて冷
ましたら皮をむき半分に切ってまな板に立て、粒を削ぐようにして外す。

❷　サルサソースを作る。紫タマネギはみじん切りにして5分ほど水にさらし、水気を
しっかりと絞る。トマトは1㎝の角切りにする。パクチーはみじん切りにする。その他
のサルサソースの材料全てをボウルに入れ、トウモロコシの粒と紫タマネギ、トマ
ト、パクチーを加えて混ぜ合わせる。

❸　サケのグリルを作る。サケに塩とこしょうを振って小麦粉を薄くはたく。フライパン
にオリーブ油を熱し、サケをこんがりと焼き色が付くまで焼く。

❹　皿に❸をのせて、❷のソースをかけて出来上がり。ライムやレモンをお好みで搾っ
たり添えても良い。

（2人分）

（2人分）

材　料

トウモロコシとエダマメのかき揚げ

トウモロコシは全体に満遍なく火が
通るように、箸で転がしながらゆで
ましょう。黄色い粒が鮮やかになる
くらいがざるにあげる目安です。

ポイント

●サルサソースをそうめんなどに絡める
●サルサソースにタバスコなどを加えて
大人向けに

アレン
ジ

家族で楽しむおいしい一皿

料理レシピ
募集

夏野菜をたっぷり使ったソースがおいしい

つぶつぶ食感が楽しい

作り方
❶　トウモロコシは粒を外してボウルに入れる。エダマメは鍋に水1L（材料外）と塩
（大さじ1）を入れて沸かしたものに入れて5分ゆで、さやから出して同じボウ
ルに入れる。

❷　❶に薄力粉（大さじ1）をまぶしてから、薄力粉（大さじ2）と片栗粉、塩（2つま
み）と水を入れて混ぜる。

❸　揚げ油（180度）に❷をテーブルスプーンなどでひとすくい分ずつ入れ、固まっ
てきたらひっくり返す。両面がカリッとして泡が少なくなってきたら揚げ上がり。

旬のトウモロコシを意外な食材との組み合わせで楽しもう!

材　料

トウモロコシ……………… 1本分
 （可食部約150g）
エダマメ………… 70g（さやなし）
薄力粉…………大さじ1+大さじ2
片栗粉…………………… 大さじ1
水………………………… 大さじ1

塩………… 大さじ1+2つまみ
揚げ油…………………… 適量

●トウモロコシは粒
を外す前、表面全
体に縦に包丁で切
り込みを入れると、
油で揚げたときの破裂防止になります。
●バラバラになりやすい具材なので、かき
揚げは油に入れたらしばらく触らない
ようにしましょう。小さめに作るとばら
けづらくなります。

ポイント

　サケ…2切れ（1切れ80g）
　塩…………………少々
　こしょう…………少々
　小麦粉……………適量
　オリーブ油… 大さじ1

サ
ケ
の
グ
リ
ル

　レモン汁
…… 大さじ1（1/2個分）
　塩………… 小さじ1/2
　こしょう…………少々
　チリパウダー……適宜
ライム、レモン ……適宜

　トウモロコシ… 1本分
 （可食部約150g）
　紫タマネギ
　 ……… 1/8個（25g）
　トマト… 1個（200g）
　パクチー……… 2、3本
　オリーブ油… 大さじ2

サ
ル
サ
ソ
ー
ス
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運勢
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射手座
11/23〜12/21

【全体運】物事を丁寧に行いましょう。慌ててやり直すより速く進みます。下旬には成果が見えそうです。買い物は上旬が吉
【健康運】スキンケアに力を入れて。爪のお手入れも◎　　【幸運の食べ物】モロヘイヤ

　
夏
野
菜
が
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ

て
き
て
、
我
が
家

で
は
ト
マ
ト
や
ス

イ
カ
が
実
を
付
け

始
め
、
今
後
の
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
人
間
に
と
っ
て
美
味
し
い
も
の
は
、

鳥
や
獣
に
も
美
味
し
い
の
か
、
毎
年
、

必
ず
い
く
つ
か
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
今
回
は
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
カ
ラ
ス
は
敏
感

　
家
庭
菜
園
の
醍
醐
味
は
や
っ
ぱ
り
完

熟
で
収
穫
で
き
る
こ
と
！
と
い
う
こ
と

で
、
も
っ
と
甘
く
し
て
か
ら
収
穫
し
よ

う
と
思
い
、
真
っ
赤
に
な
る
ま
で
収
穫

せ
ず
に
大
切
に
残
し
て
あ
っ
た
ト
マ
ト

果
実
を
カ
ラ
ス
に
つ・

つ・

か・

れ・

た・

こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
緑
色
の
未
熟
な
果
実
に
は
見
向
き
も

せ
ず
、
ト
マ
ト
嫌
い
な
の
か
と
安
心
さ

せ
て
お
い
て
、
赤
く
な
っ
た
ら
食
害
す

る
、
何
度
、
カ
ラ
ス
に
騙
さ
れ
た
こ
と

か
…
。

　
カ
ラ
ス
は
、
と
て
も
目
が
良
く
、
人

に
は
識
別
で
き
な
い
ほ
ど
の
色
の
差
が

わ
か
る
の
で
、ち
ょ
う
ど
甘
く
な
る「
食

べ
頃
」を
色
で
判
別
し
、加
害
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
カ
ラ
ス
対
策
は
食
べ
頃

に
な
る
前
か
ら
早
め
に
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

　
カ
ラ
ス
の
羽
は
と
て
も
敏
感
で
、
羽

に
何
か
触
れ
る
こ
と
を
嫌
う
の
で
、
野

菜
の
周
り
に
カ
ラ
ス
の
体
に
触
れ
そ
う

な
も
の
を
設
置
し
て
お
け
ば
警
戒
し
て

侵
入
し
ま
せ
ん
。

　
ト
ン
ネ
ル
状
に
ネ
ッ
ト
で
囲
う
と
効

果
的
で
す
が
、
人
間
も
引
っ
か
か
り
や

す
く
、
収
穫
が
し
に
く
い
の
が
難
点
で

す
。
そ
こ
で
、「
テ
グ
ス
」
を
カ
ラ
ス

の
体
に
触
れ
る
程
度
の
間
隔
（
約
三
十

セ
ン
チ
）
に
張
っ
て
お
く
だ
け
で
も
侵

入
対
策
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ラ
ス
は
地
表
を
歩
い
て
作

物
に
近
づ
く
の
で
、
低
い
と
こ
ろ
に
も

し
っ
か
り
と
テ
グ
ス
を
張
り
、
侵
入
を

防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
畑
に
Ｃ
Ｄ
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
テ
グ
ス
同
様
に
カ
ラ

ス
の
羽
に
触
れ
る
よ
う
作
物
の
近
く
に

設
置
し
な
い
限
り
、
あ
ま
り
効
果
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、光
、音
に
も
警
戒
し
ま
す
が
、

す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
う
の
で
、
効
果
が

長
続
き
し
ま
せ
ん
。

◎
大
物
の
犯
罪

　
ア
ナ
グ
マ

（
イ
タ
チ
）

や
ハ
ク
ビ
シ

ン
な
ど
の
大

型
の
獣
は
、

い
わ
ゆ
る
雑

食
と
呼
ば
れ
、

昆
虫
や
ミ
ミ

ズ
な
ど
の
動
物
か
ら
、
果
実
や
野
菜
な

ど
の
植
物
ま
で
何
で
も
食
べ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
夜
行
性
で
、
餌
が
ど
こ
に
あ

る
か
覚
え
る
と
、
毎
晩
の
よ
う
に
侵
入

し
、
な
か
な
か
防
止
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
餌
に
な
る
も
の
（
ト

マ
ト
、ス
イ
カ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
）

が
収
穫
間
近
に
な
っ
た
ら
、
美
味
し
い

も
の
だ
と
認
識
さ
せ
な
い
よ
う
（
ひ
と

口
も
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
）、
徹
底
的

に
侵
入
防
止
対
策
を
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

◎
犯
人
は
誰
？

　
カ
ラ
ス
は
、
一
つ
の
果
実
を
全
部
食

べ
切
ら
ず
次
々
と
細
い
く
ち
ば
し
で
つ

つ
く
な
ど
、
行
儀
の
悪
い
（
？
）
食
べ

方
を
し
ま
す
。
一
方
、
ア
ナ
グ
マ
や
ハ

ク
ビ
シ
ン
は
、
ス
イ
カ
な
ら
皮
だ
け
を

残
し
、
白
い
と
こ
ろ
ま
で
全
部
き
れ
い

に
平
ら
げ
、
食
べ
方
は
行
儀
が
良
い
の

で
す
が
、
被
害
箇
所
の
周
辺
に
糞
が
散

乱
し
ま
す
。
食
べ
方
や
糞
の
形
状
な
ど

で
「
犯
人
」
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
対

策
の
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
昨
年
、
我
が
家
の
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、
棚
の
上
で
ハ
ク
ビ

シ
ン
が
食
べ
、
棚
下
で
は
ハ
ク
ビ
シ
ン

に
落
と
さ
れ
た
粒
を
カ
ラ
ス
が
食
べ
る

と
い
う
見
事
な
連
係
プ
レ
ー
に
や
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
犯
人
は
必
ず
し
も

ひ
と
り(

一
匹
？)

で
は
な
い
…
。

◎
犯
人
の
逮
捕
術

　
わ
な
を
設
置
し
て
獣
を
捕
獲
し
、「
見

せ
し
め
」
に
し
て
警
戒
さ
せ
る
の
も
有

効
で
す
が
、
わ
な
の
設
置
に
は
狩
猟
免

許
の
取
得
と
市
町
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
い
よ
い
よ
鳥
獣
と
の
仁
義
な

き
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
天
井
裏
に
も

出
没
す
る
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
ス
イ
カ
を
食

わ
れ
な
い
よ
う
、
我
が
家
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
い
ざ
開
幕
！
（
私
も
数
年
前

に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
）

�

い
け
の
里さ
と

写真　箱わなで捕獲したアナグマ
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の
運勢
7月 山羊座

12/22〜1/19

【全体運】運勢は不安定。何となく周りとかみ合わないことが多いので、連絡と確認を心がけて。ゆっくりと物事を進めると◎
【健康運】発酵食品や食物繊維を食べて胃腸を元気に　　【幸運の食べ物】ナス

季
節
の
花
づ
く
り

　
ま
ず
六
月
号
の
訂
正
を
し
ま
す
。
文

章
四
段
目
十
二
～
十
四
行
目
の
「
開
花

期
の
二
か
月
前
頃
ま
で
に
摘
心
し
て
も

家
庭
使
い
の
菊
花
は
で
き
ま
す
」
の
部

分
は
言
葉
足
ら
ず
で
す
。
補
足
し
て
説

明
し
ま
す
。「
挿
し
木
な
ら
花
期
の
二

か
月
前
ま
で
に
、
摘
心
、
切
り
戻
し
は

一
か
月
前
ま
で
に
す
れ
ば
家
庭
使
い
の

切
り
花
が
で
き
ま
す
」
の
意
で
、
そ
の

後
の
文
章
も
「
植
え
っ
ぱ
な
し
の
株
、

伸
び
す
ぎ
た
株
も
一
か
月
前
ま
で
に
切

り
戻
せ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
」
の

意
味
で
す
。

　
さ
て
、
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
は

梅
雨
の
時
期
で
す
。
今
月
号
で
は
梅
雨

に
似
合
う
花
と
し
て
ア
ジ
サ
イ
と
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

◆
ア
ジ
サ
イ

　
ア
ジ
サ
イ（
図
１
）は
日
本
原
産
で
、

当
地
で
は
六

月
上
旬
か
ら

咲
き
だ
し
ま

す
。
最
近
は

い
ろ
い
ろ
な

品
種
が
沢
山

売
り
出
さ
れ

て
、
選
ぶ
の

に
迷
い
ま
す
。
日
本
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
品
種
改
良
さ

れ
た
も
の
が
逆
輸
入
さ
れ
て
西
洋
ア
ジ

サ
イ
（
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア
）
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
は
日
本
人
育
種

家
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
で
す
。
ガ
ク

ア
ジ
サ
イ
の
名
は
額
紫
陽
花
で
、
花
房

周
囲
の
花
（
小
花
）
だ
け
が
ガ
ク
片
の

大
き
な
装
飾
花
で
額
縁
の
よ
う
な
と
こ

ろ
か
ら
来
た
名
で
す
（
図
１
参
照
）。

ア
ジ
サ
イ
の
多
く
は
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
由

来
の
品
種
で
、
葉
が
大
き
く
、
厚
く
、

艶
が
あ
り
ま
す
。
日
な
た
に
も
強
く
丈

夫
な
花
で
す
。
一
方
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
由

来
の
品
種
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
葉

が
薄
く
、
艶
が
な
く
、
や
や
小
型
で
、

強
光
は
好
み
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
の
由
来

も
水
を
多
く
欲
し
が
り
ま
す
。
水
は
け

の
良
い
用
土
に
植
え
て
、
十
分
水
を
与

え
て
育
て
ま
し
ょ
う
。
花
が
咲
か
な
い

と
い
う
こ
と
を
良
く
聞
き
ま
す
。
ア
ジ

サ
イ
は
翌
年
咲
く
花
の
ツ
ボ
ミ
を
、
前

年
の
九
月
下
旬
に
茎
頂
部
の
充
実
し
た

芽
に
形
成
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
九
月

下
旬
以
降
に
切
り
戻
し
を
す
る
と
、
頂

部
に
で
き
た
蕾
を
取
り
除
く
こ
と
に
な

り
、
翌
年
は
花
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
八
月
下
旬
以
後
の
施
肥
や
水
の

や
り
過
ぎ
は
枝
の
成
育
を

促
し
、
充
実
を
妨
げ
る
の

で
ツ
ボ
ミ
が
着
き
に
く
く

な
り
ま
す
。
繁
殖
は
挿
し

木
で
容
易
に
で
き
ま
す
。

挿
し
穂
は
茎
先
端
の
頂
芽

（
図
２
：
左
）、
中
間
部

を
二
節
（
図
２
：
右
）
か

三
節
（
図
２
：
中
）
を
採

り
、
節
の
上
と
下
五
mm
で

切
り
、
葉
は
上
部
の
二
枚

を
残
し
他
は
除
き
ま
す

（
頂
芽
は
展
開
葉
二
枚
よ

り
下
を
除
く
）。
残
し
た

葉
は
半
分
程
度
切
り
除
き

ま
す
（
図
３
：
調
製
後
の

挿
し
穂
）。
三
十
分
ほ
ど
水
に
漬
け
て

か
ら
挿
し
ま
す
が
、
七
・
五
cm
か
九
cm

ポ
ッ
ト
に
小
粒
の
赤
玉
土
、
鹿
沼
土
の

半
々
、
ま
た
は
単
用
で
挿
し
ま
す
。
ポ

ッ
ト
に
挿
す
の
は
植
え
替
え
時
の
根
傷

み
を
防
ぐ
の
と
、
翌
春
発
芽
前
の
植
え

替
え
時
ま
で
そ
の
ま
ま
置
け
る
か
ら
で

す
。

◆
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

　
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
（
図
４
）
も
日
本
の

花
で
す
。
こ
の
花
も
六
月
上
旬
か
ら
咲

き
だ
し
ま
す
。
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
繁
殖

は
株
分
け
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
適
期

は
花
後
で
、
花
の
観
賞
が
終
わ
っ
た
ら

開
花
株
の
地
下
茎
（
芋
）
に
脇
芽
が
着

く
（
図
５
：
左
）
の
で
、
一
芽
に
分
け

て
（
図
５
：
右
）、
九
cm
か
十
二
cm
ポ

ッ
ト
に
植
え
て
育
て
ま
す
。
九
月
下
旬

に
地
植
え
か
大
鉢
に
複
数
株
を
配
置
良

く
植
え
ま
す
。
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
先
へ

先
へ
と
新
芽
を
出
し
て
い
く
の
で
、
新

芽
が
ぶ
つ
か
り
合
わ
な
い
よ
う
に
配
置

し
て
植
え
ま
す
。

◆
挿
し
木

　
こ
の
時
期
は
、緑
枝
挿
し
と
い
っ
て
、

樹
木
類
の
挿
し
木
の
適
期
で
す
。
枝
の

成
育
が
止
ま
り
、
固
く
充
実
し
、
外
界

へ
の
抵
抗
性
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
上

記
し
た
ア
ジ
サ
イ
の
挿
し
木
に
な
ら
っ

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

梅
雨
に
似
合
う
花

土
屋
　
照
二

図１

図３ 図２

図５ 図４
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水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】余計なことは言わずにいた方が味方が増えてうまくいきそうです。特に年上の人には敬意を持って接しましょう
【健康運】積極的にスポーツやレジャーを楽しんで　　【幸運の食べ物】ゴーヤー

クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S E N T 5月号クイズ当選者

１　7月7日の行事といえば
２　花火や縁日が楽しめることも
３　土用の――の日にウナギを食

べると夏バテしないといわれ
ます

４　盛んに噴煙を上げるものもあ
ります

５　契約書に押すもの
７　和室の床は板張りや――です
９　これを踏むと、キュッと鳴く

海岸もあります
11　消防――、少年探偵――
12　――不足、レム――、――学習
13　「虎魚」とも書く、背びれに

毒トゲのある魚
15　鶏の首周りの肉
16　旧国名のひとつ。現在の熊本県
17　あとは――を天に任せて待つよ

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　7月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス９月号

〈答え〉レンキユウ

１　目玉焼きにもオムレツにも使
います

３　鳥を使う伝統漁法
６　梅雨が明けると――本番
７　プラスの記号を使う計算
８　コーヒーを入れるプロです
10　タマネギを切ると出ることも
14　島倉千代子のヒット曲『――

いろいろ』
16　青空を横切る――雲
18　ヒグラシ、ツクツクボウシと

いえば
19　正午までの12時間
20　首がながーい動物

山野　明子 さん
前田　由美 さん
原　　昌江 さん
中本　知歩 さん
寺内　力雄 さん

Q

　
私
は
結
婚
し
て
か
ら
県
外
に

い
る
た
め
、
父
や
母
と
離
れ
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
娘
な
の
で
心
配
を
か
け

な
い
よ
う
、
年
末
年
始
や
お
盆

に
は
家
族
を
連
れ
て
帰
省
し
、

両
親
に
会
い
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
の
と
き
も
電
話

で
は
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

ふ
た
り
と
も
高
齢
に
な
り
、
心

配
な
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
母
は
家
事
や
育
児
、
仕
事
を

何
で
も
こ
な
し
、
元
気
な
人
で

し
た
。
帰
省
す
る
た
び
に
私
が

好
き
な
押
し
寿
司
で
迎
え
て
く

れ
、
私
は
甘
え
て
何
も
気
に
せ

ず
家
族
を
連
れ
て
遊
び
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
母
も
八
十
歳
を
過
ぎ
、

腰
痛
や
ひ
ざ
痛
が
出
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
の
家
事
に
加
え
て
、

父
の
介
護
。
着
替
え
や
ト
イ
レ

の
世
話
、
一
緒
に
財
布
や
め
が

ね
を
探
し
た
り
と
、
大
変
に
な

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
父
は
物

忘
れ
が
進
み
、
同
じ
話
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
母

は
適
度
な
返
事
を
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
私
は
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る

た
め
話
を
聞
く
だ
け
で
す
が
、

母
は
地
域
の
サ
ロ
ン
へ
体
操
に

行
き
、
整
形
外
科
や
整
体
院
へ

足
を
運
び
、
外
へ
出
か
け
る
こ

と
で
気
分
転
換
を
し
な
が
ら
、

な
ん
と
か
夫
婦
二
人
の
生
活
を

維
持
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
町
に
相
談
す
る
と
、
介
護
保

険
申
請
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

認
定
を
受
け
、
父
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
へ
行
く
よ
う
に
な
り
、
家

に
は
住
宅
改
修
で
手
す
り
を
つ

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
制
度
の

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
多
い
で
す

が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
方
に
相
談
し
な
が

ら
、
父
と
母
が
笑
っ
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
離
れ
て
い
て
も
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
プ

�

利
用
者
家
族
よ
り

離れて暮らす父と母
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の
運勢
7月 魚　座

2/19〜3/20

【全体運】欲を出すのはトラブルのもと。実りを分け合う気持ちが幸運を引き寄せます。相手をいたわる気持ちを大切に
【健康運】料理中や作業中のけがに気を付けて　　【幸運の食べ物】カボチャ

ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

一服のおもてなし
　５月12日、ボランティアの方々を招いて「お茶会」
を開催しました。
　着物を着たボランティアの女性が来ると、「きれい
やね」「着物素敵やね」といった言葉が自然と出てい
ました。普段のデイサービスとは違う華やかで凛と
した雰囲気に、皆さんの楽しみにしていた気持ちが
そのまま表情に表れていました。
　ボランティアの方がお点前を披露し始めると、利
用者は背筋がピンとなり、少し緊張した様子で一連
の作法を鑑賞していました。利用者の中には茶道を習っ
ていた方もおり、慣れた手つきで職員と一緒にお茶
を点てました。
　お茶を味わった利用者は、お互いに顔を見合わせ
て「おいしいね」とにっこり。一つひとつ違う絵柄
の茶碗を見て「珍しい柄やね」「これ何の絵かね」と、
それぞれの楽しみ方でひと時を過ごしました。
　最後にボランティアの方が、お点前の衝立に飾ら

れた「日々是好日」の色紙について、「皆様にとって
明日も良い日になりますように」という願いが込め
られていると語り、会を締めくくりました。
　日常生活ではあまり触れることのない日本の伝統
文化である茶道を通して、おもてなしの心に触れな
がら、お茶を堪能することができました。
　今日の笑顔が明日の活力につながるよう、利用者
とともに楽しみながら一日一日を大切にし、利用者
にとって良い日が続くよう努めていきたいと思います。
� ほのぼのデイサービス　スタッフ一同　

健
康
百
科

　
肌
に
紫
外
線
が
当
た
る
と
、
し
わ
や
染

み
、
た
る
み
な
ど
肌
の
老
化
を
促
進
し
て

し
ま
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
紫
外
線
か
ら

の
ダ
メ
ー
ジ
は
、
日
焼
け
止
め
な
ど
の
物

理
的
な
防
御
に
加
え
、
食
事
な
ど
で
内
側

か
ら
も
軽
減
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
抗
酸
化
作
用
（
肌
の
老
化
を
促
進
す

る
物
質
の
抑
制
）、
抗
炎
症
作
用
が
あ
る

と
さ
れ
る
次
の
栄
養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

■ 

ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン

（
サ
ケ
・
イ
ク
ラ
・
エ
ビ
・
カ
ニ
）

　
非
常
に
強
い
抗
酸
化
作
用
を
持
ち
ま

す
。
比
較
的
加
熱
に
強
く
、
油
と
の
相
性

も
良
い
の
が
特
徴
で
す
。

■ 

リ
コ
ピ
ン

（
ト
マ
ト
・
ス
イ
カ
）

　
加
熱
と
油
で
吸
収
率
が
上
が
る
た
め
、

ト
マ
ト
ス
ー
プ
な
ど
の
煮
込
み
料
理
や
、

オ
リ
ー
ブ
油
と
一
緒
に
取
る
よ
う
に
す
る

の
が
お
薦
め
で
す
。

■ 

ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン

（
ニ
ン
ジ
ン・カ
ボ
チ
ャ・ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）

　
皮
膚
や
粘
膜
を
守
る
強
い
作
用
が
あ
り

ま
す
。
加
熱
に
強
く
油
と
の
相
性
が
良
い

た
め
、
油
で
炒
め
る
か
素
揚
げ
に
す
る
と

吸
収
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

■ 

ビ
タ
ミ
ン
C

（
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

か
ん
き
つ
類
）

　
皮
膚
に
対
す
る
①
抗
酸
化
作
用
②
コ
ラ

ー
ゲ
ン
合
成
―
―
の
二
つ
の
役
割
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
加
熱
に
弱
く
水
に
溶
け
や

す
い
た
め
、
生
の
状
態
で
取
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

■ 

ビ
タ
ミ
ン
E

（
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
の
ナ
ッ
ツ
類
、
オ
リ

ー
ブ
油
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ア
ボ
カ
ド
）

　
細
胞
膜
や
脂
質
の
保
護
に
働
き
ま
す
。

カ
ロ
リ
ー
が
高
く
な
り
や
す
い
の
で
、
ア

ボ
カ
ド
サ
ラ
ダ
に
オ
リ
ー
ブ
油
と
ア
ー
モ

ン
ド
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
い
っ
た
、
少

量
ず
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
お
薦
め
で
す
。

■ 

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

（
ベ
リ
ー
類
・
緑
茶
・
ダ
ー
ク
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
）

　
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
や
カ
テ
キ
ン
、
カ
カ

オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

水
に
溶
け
や
す
く
長
期
持
続
は
し
な
い
た

め
、
毎
日
小
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
抗
酸
化
物
質
を
組

み
合
わ
せ
た
食

事
で
紫
外
線
か

ら
肌
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

紫
外
線
か
ら
肌
を
守
る
食

管
理
栄
養
士
・
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス
ト

　
大
槻
万
須
美

お茶を堪能する利用者 ボランティアの方によるお点前の披露
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�

石
本
よ
し
一 

選

題
「
遠
」

● 

秀遠
い
耳
時
々
会
話
ち
ぐ
は
ぐ
に

�

永
多　
澄
枝
（
牛　
首
）

● 

佳
作

法
話
さ
え
理
解
で
き
な
い
遠
い
耳

�

藤
沢　
充
子
（
瓜　
生
）

聞
き
返
す
気
に
も
な
ら
な
い
遠
い
耳

�

松
村
小
夜
子
（
岩　
崎
）

遠
慮
な
く
肉
か
ら
食
べ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

�

兼
保　
直
美
（
潟　
端
）

Ａ
Ｉ
に
遠
く
及
ば
ぬ
思
考
力

�

米
光　
　
茂
（
領　
家
）

親
も
亡
く
だ
ん
だ
ん
遠
い
里
の
家

�

井
田　
宏
子
（
井
野
河
内
）

● 

入
選

遠
距
離
で
愛
を
育
み
結
ば
れ
る

�

𠮷
田　
順
子
（
川　
尻
）

遠
足
に
気
持
ち
わ
く
わ
く
す
る
前
夜

�

永
下　
茂
和
（
坂　
戸
）

保
育
園
み
ん
な
笑
顔
で
遠
足
だ

�

辻
田　
正
寿
（
領　
家
）

遠
い
日
の
父
の
思
い
出
農
作
業

�
上
前
セ
ツ
子
（
白
帆
台
）

早
朝
に
遠
く
の
山
か
ら
陽
の
光

�

澤
本　
昭
子
（
内
日
角
）

鍬
に
ふ
れ
遠
く
は
か
な
い
父
母
の
影

�

米
田　
英
雄
（
向
粟
崎
）

遠
回
り
し
て
も
人
生
楽
し
め
る

�

山
崎　
直
樹
（
上
矢
田
）

永
遠
の
親
子
の
絆
宝
物

�

中
川　
義
孝
（
領　
家
）

縁
遠
い
二
人
を
結
ぶ
赤
い
糸

�

鈴
木　
準
一
（
北
中
条
）

遠
く
て
も
よ
く
な
い
話
す
ぐ
届
く

�

藏
本　
義
拡
（
横　
浜
）

遠
足
を
心
待
ち
し
た
幼
い
日

�

池
田
ひ
ろ
み
（
夏　
栗
）

遠
方
の
祖
母
と
再
会
盆
休
み

�

山
崎　
洋
子
（
横　
浜
）

免
許
返
し
遠
出
で
き
な
い
寂
し
い
日

�

堂
川　
武
久
（
領　
家
）

手
を
つ
な
ぐ
今
日
は
遠
足
保
育
園

�

川
端　
春
美
（
狩
鹿
野
）

遠
出
し
て
若
葉
の
風
を
満
身
に

�

岡
井　
昭
江
（
二
ツ
屋
）

運
動
だ
わ
ざ
と
遠
く
へ
散
歩
す
る

�

越
野　
　
香
（
二
ツ
屋
）

遠
か
っ
た
春
や
っ
と
来
て
も
う
夏
日

�

小
田　
和
子
（
兵　
庫
）

遠
隔
で
女
房
が
俺
を
操
作
す
る

�

小
田　
慶
喜
（
兵　
庫
）

川 

柳
川 

柳

九
月
号
題	

「
読
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
七
月
十
日
必
着

十
月
号
題	

「
書
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
八
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
字
菩
提
寺
ワ
三

�

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

評　　　
歳
を
と
る
と
、
だ
ん
だ
ん
耳
が
遠
く
な
る
よ
う

で
す
。
返
事
が
か
え
っ
て
も
、
会
話
が
ち
ぐ
は
ぐ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
精
一
杯
働
い
た
大
切
な
耳
で
す
。
少
し
声
を
大
き

く
し
て
も
、
耳
を
近
づ
け
る
努
力
を
し
て
も
、
会
話

を
つ
な
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　
人
の
一
生
に
は
苦
し
い
日
も
あ
れ
ば
、
楽
し
い
日

も
あ
り
ま
す
。
耳
の
遠
い
方
々
は
、
長
生
き
を
す
る

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
ち
ぐ
は
ぐ
な
会
話
で
も
、大
切
に
つ
き
合
い
ま
し
ょ

う
。

お便りお便り
コーナーコーナー

　　 毎回クロスワードが楽しみです。家庭
菜園もタメになります。 川柳も知っている
方の名前を見つけるとこちらも嬉しくなり、
楽しい句で笑顔になります。
� 津幡町　山﨑　小夜子
好きなコーナーがたくさんあるようで、 と
ても嬉しいです。 川柳は知っている方が入
選していると、“すごい” という気持ちにな
りますよね。 どの方もお題の文字を上手く
使った句で、 共感できるものからクスッと
笑えるものまで、 読んでいるだけで楽しめ
ます。 これからも、 リバノスのいろいろな
コーナーを楽しんでくださいね。
　 　
　　 今年もツバメが来てくれました！昨年
より少し遅いですが、 何個もある巣のうち
のひとつに沢山出入りをしています。 もう
少し後で卵がかえり、 子ツバメの姿が見ら

れたら嬉しいです。楽しみにしています。
� かほく市　根布　節子
“今年も”ということは、毎年のようにツバメ
が来ているのですね。 根布さんが成長を優
しく見守ってくれているからこそ、 ツバメ
も安心して子育てができているのだと思い
ます。 そろそろ子ツバメが元気に巣立つこ
ろでしょうか。 大きく育ち、 いつかは親と
して戻ってきてくれると嬉しいですね。
　 　
　　 種まきし、朝には水を与え、毎日のぞ
き込んで、 芽が出るのが待ち遠しいです。
さらに実がなれば毎日がハッピーです。
� 津幡町　水野　道代
種をまいてから芽が出るまで、 そして生長
して実がなるまで、 家庭菜園にはワクワク
する瞬間がたくさんあります。 朝の水やり
をしながら生長を感じ、「まだかな」と待っ
ている時間も家庭菜園の醍醐味ですね。 た
くさんの実が収穫できましたら、 また教え
てください。ハッピーな気持ちのおすそ分け、
楽しみに待っています。
　 　
　　 「PFUブルーキャッツ石川かほく」の応
援に何回も行きました。「ほくの里」も見ま
した。� かほく市　瀬戸　奏心
地元にプロのバレーボールチームがあるのは、
嬉しく、誇らしく感じますね。地元のチーム
だと、応援する気持ちもより一層強くなりま

す。迫力あるプロの試合を近くで観戦できる
のも魅力のひとつですね。 当JAイメージキ
ャラクターの「ほくの里」も何度も応援に駆
け付け、会場を盛り上げています。これから
も地域一丸となって応援していきましょう。
　 　
　　 新しい年度が始まりました。新規採用
職員の皆さん、 未来のステキな職員になっ
てね。� かほく市　東中　千代枝
たくさんの方から、 令和８年度新規採用職
員への心温まるお言葉をいただきました。
ありがとうございます。 新人職員は慣れな
い環境の中で、 日々１歩ずつ経験を重ねて
います。 応援の言葉は頑張っている職員に
とって、 大きな励みになります。 ぜひ５月
号の表紙を見て顔を覚えていただき、 温か
い目で見守っていただけますと幸いです。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
� JA石川かほくリバノス編集局
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夏の

高松ぶどう
　かほく市特産『高松ぶどう(デラウエア：種なし)』は、砂丘地で栽培されてい
ます。太陽の恵みをいっぱいに浴び糖度が高く、一粒一粒が大きいので食べ応
えがあるのが特長です。
　地域団体商標を取得し、地域をあげてブランド化に取
り組んでいます。生産者が真心込めて育てたぶどうを、是
非ご賞味ください。

お問い合わせ先

高松ぶどう生産組合

販売期間：７月初～中旬

かほく市特産品

　　　　営 農 部 TEL 076-288-7555　FAX 076-288-7660
JAグリーンかほく TEL 076-288-8400　FAX 076-288-7955

大崎すいか
甘さ満タン砂丘育ちの味自慢

日によっては時間が変更となります！
7月10日まで月・水・金曜日 12日以降は火・土曜を除く毎日（予定）

７月初旬～７月末まで　午前９時～正午
直売所（宇ノ気野菜集出荷場）での販売期間

※随時、JAグリーンかほくにて販売いたしますので、
　直売所が休みの日はJAグリーンかほくをご利用ください。

生産者が真心を込めて育てました。
旨さがたっぷり詰まった産地自慢
のすいかです。
ご家庭・ご贈答用にどうぞ！

お問い合わせ先

営農部　TEL 076-288-7555 FAX 076-288-7660
宇ノ気野菜集出荷場（かほく市森ワ４４-1）TEL・FAX 076-283-4531
JAグリーンかほく TEL 076-288-8400 FAX 076-288-7955宇ノ気大橋信号から約500mです。
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至津幡 狩鹿野方面

新宇ノ気川

海浜白尾 宇ノ気大橋

●Ａコープ

●JＡ配送センター

●
かほく市
消防署

JASS●

●
かほく市役所

スイカ選果場
直売所入口
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◆JA石川かほくのホームページをみて
　プレゼントに応募しよう！

当選発表：応募期間終了後、抽選の上、商品の発送をもって発表に代えさせていただきます。
※お客様の個人情報は、抽選および商品の発送を利用目的とし、当方にて大切に管理させていただきます。

抽選にて１玉入りすいかを５名様にプレゼント。（締切７月15日）

プレゼ
ント企

画
プレゼ

ント企
画すい

か

大崎園芸生産組合
（事務局）営農部営農販売課

076-288-7555

簡単な作業です！
お気軽にお電話下さい。

募集人数 正午作業時間

JA石川かほく宇ノ気野菜集出荷場作業場所

作業内容期　　間

1,100円～1,200円時　　給

作業員さん募集！作業員さん募集！
約20名



ほくの里
ポイントカード

重要なお知らせ

令和8年８月１日㈯から
「JA石川かほく ポイントサービス」が新しくなります。

6月下旬より順次

お問い合わせ先 JA石川かほく 総務部総務課　☎076-288-3331

お送りいたします。

※8月1日㈯からは、新しいカードのみ利用が可能となります。
※新しいカードへの移行に関して、お手続きは一切不要です。
※7月は新規発行、再発行手続きにお時間を頂戴いたします。

お手続きは一切不要

7/23㈭～7/31㈮
システム切り替えに伴い、以下の期間中、

ポイントカードは使用できません。

『ポイントサービス専用カード』をお持ちの方『ポイントサービス専用カード』をお持ちの方『クレジットカード機能付きポイントカード』をお持ちの方『クレジットカード機能付きポイントカード』をお持ちの方

キャッシュカード・クレジットカードとしては
引き続きご利用できます。
ただし、JA石川かほくポイントサービスは
新しいカードをご利用ください。

新しいカードを
ご利用ください。
旧カードは
破棄してください。

バーコードを
読み取って利用

※画像は変更になる場合があります。


